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■市県民税の申告受付日程

受付時間／９：００～１１：００、１３：００～１６：００

本庁地区
日 地　区　名 会　場

１日㈭ 森 森集会所

２日㈮ 本郡・尾崎

中村地区公民館３日㈯
中村地区（事業所得関係）

（別途に案内している方）

５日㈪ 中村・三島・市場

６日㈫ 稲荷 稲荷西集会所

７日㈬ 下三谷 下三谷集会所

８日㈭ 上三谷

上野地区公民館
９日㈮ 上野

１０日㈯
上野地区（事業所得関係）

（別途に案内している方）

１２日㈪ 宮下 宮下集会所

１３日㈫ 八倉 八倉中央集会所

１４日㈬
本庁地区全域 伊予市市民会館

１５日㈭

中山地区
日 地　区　名 会　場

１日㈭ 村中・中替地・影浦

中山地区公民館
（保健センター

講義室）

２日㈮ 源氏・赤海・安別当

５日㈪ 日浦・梅ノ木・坪ノ内

６日㈫ 榎峠・竹之内・長沢団地

７日㈬ 日南登・平村

８日㈭ 上長沢・梅原・永木

９日㈮ 門前・漆

１２日㈪ 福住・福岡・高岡

１３日㈫ 下長沢・福元・平沢

１４日㈬
中山地区全域

１５日㈭

双海地区
日 地　区　名 会　場

１日㈭
双海地区全域 双海地域事務所

２日㈮

５日㈪
本谷・石久保・閏住・
富岡・日喰

下灘
コミュニティ
センター

６日㈫ 奥東・奥西・池ノ久保

７日㈬ 上浜・下浜

８日㈭
本村・富貴・松尾・
壷神・満野空・満野浜

９日㈮

双海地区全域 双海地域事務所

１２日㈪

１３日㈫

１４日㈬

１５日㈭

　軽自動車税は、毎年４月１日現在の軽自動車、

原付、小型自動二輪車等の所有者に対して課せら

れる税金です。

　ナンバーの登録がある限り、軽自動車税の納税

義務が発生しますので、乗らなくなった車両があ

る場合は、３月末日までにナンバーの返納手続き

をしてください。

　車両の譲渡があり、名義変更をされていない方

も、同様に手続きをお願いします。

■問い合わせ　税務課（内線５３１）又は各地域事務

所総合窓口課へ。

乗らなくなったバイクを

そのままにしていませんか？

市
県
民
税
の
申
告
は
、３
月
１５
日
㈭
ま
で
に

税
務
課
（
内
線
５
３
１
～
５
３
４
）

　

平
成
１９
年
度
分
の
税
の
申
告
は
３
月

１５
日
㈭
ま
で
で
す
。
こ
の
申
告
は
、
平
成

１９
年
度
の
市
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険

税
を
計
算
す
る
た
め
の
大
切
な
資
料
と

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。
申
告
期
間
中
は
混
み
合
い
ま
す
。

郵
送
に
よ
る
提
出
も
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
は

　

国
民
健
康
保
険
税
の
計
算
に
は
、
前

年
の
所
得
の
申
告
が
必
要
で
す
。
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
前

年
中
に
全
く
所
得
が
な
か
っ
た
場
合
や

遺
族
年
金
・
障
害
者
年
金
の
よ
う
に
市

県
民
税
で
は
非
課
税
と
な
る
所
得
の

み
の
場
合
に
も
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

　

申
告
の
な
い
場
合
は
、
国
民
健
康
保

険
税
の
軽
減
措
置
の
適
用
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
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夜間の交通事故防止を！
県内では、夜間に重大事故が多く発生しています。

○歩行者は、明るい服装や反射材を着用

　しましょう。

○運転者は、夕暮れ時の

　ライト点灯と前照灯

　のこまめな切り替え

　をしましょう。

○商店街などは、人と車が多く危険です。

　人は右、車は左を通行して譲り合いましょう。

○迷惑駐車はやめましょう。

傍聴してみませんか！

３月市議会定例会の日程

月 日 内　　　　　容

３

６㈫ 本会議
①特別委員会中間報告
②所信表明・議案上程・提案
　理由の説明

８㈭ 〃 議案質疑、委員会付託

１２㈪ 〃 一般質問

１３㈫ 委員会 常任委員会（産業建設委員会）

１４㈬ 〃 　　　〃

１５㈭ 〃 常任委員会（総務委員会）

１６㈮ 〃 　　　〃

１９㈪ 〃 常任委員会（民生文教委員会）

２０㈫ 〃 　　　〃

２２㈭ 〃 常任委員会

２６㈪ 本会議
各常任委員長報告（質疑・討論・
表決）　　　　　 　 　 　（閉 会）

■問い合わせ　議会事務局（内線６０６・６０７）

３月議会

　本会議は原則として公開されていますので、

どなたでも傍聴できます。

伊予市役所☎９８２－１１１１（代）　中山地域事務所☎９６７－１１１１（代）　双海地域事務所☎９８６－１１１１（代）

産
業
経
済
課
（
内
線
５
７
２
）

３
月
１７
日
㈯
・
１８
日
㈰

『
第
２４
回 

い
よ
し
花
ま
つ
り
』
を
開
催
し
ま
す

■
日
時　

３
月
１７
日
㈯
・
１８
日
㈰
、
１０

時
～
１６
時

■
場
所　

し
お
さ
い
公
園
市
民
体
育
館

■
内
容

《
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
》
先
着

２００
人
に
苗
、

花
の
種
を
プ
レ
ゼ
ン
ト（
１７
日
の
み
）

《
即
売
》
花
き
、
庭
木
、
盆
栽
、
地
元
農
林

水
産
物
や
加
工
品
な
ど

《
バ
ザ
ー
》
草
も
ち
、
す
し
、
う
ど
ん
な
ど

《
お
楽
し
み
抽
選
会
》

《
体
験
教
室
》
押
し
花
、
寄
せ
植
え
、
ア

メ
リ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

《
展
示
》
市
内
華
道
グ
ル
ー
プ
生
花
、
盆

栽
、
写
真
な
ど

《
処
分
市
》
切
り
花
、花
き
、鉢
物（
１８
日
、

１５
時
３０
分
～
）

※
一
部
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市
民
生
活
課
（
内
線
５
３
５
・
５
３
６
）

４
月
１
日
か
ら

「
布
類
」
の
収
集
が
始
ま
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
「
燃
え
る
ご
み
」
と
し
て
出

し
て
い
た
「
布
類
」
を
４
月
１
日
か
ら
資

源
ご
み
と
し
て
分
別
収
集
し
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、主
に
中
古
衣
料
と
し
て
国
外
に

輸
出
、
作
業
用
の
雑
巾（
ウ
エ
ス
）、
繊
維

原
料（
反
毛
材
料
）と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
ま
す
。

　

次
の
項
目
に
つ
い
て
ご
注
意
い
た
だ

き
、
布
類
の
分
別
収
集
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
対
象　

衣
服（
皮
革
製
・
下
着
可
）、
両

方
揃
っ
た
靴
下
・
手
袋
、ハ
ン
カ
チ
、帽
子
、

タ
オ
ル
、
カ
ー
テ
ン
、
毛
布
、
シ
ー
ツ

※
汚
れ
・
破
れ
が
な
く
、
濡
れ
て
い
な
い
物
。

　

綿
入
り
の
服
・
布
団
・
ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど

　

を
除
く
。

※
４５
リ
ッ
ト
ル
袋
に
入
ら
な
い
も
の
は
、
粗

　

大
ご
み
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ボ
タ
ン
・
フ
ァ
ス
ナ
ー
・
ホ
ッ
ク
な
ど
の

　

留
具
は
そ
の
ま
ま
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
出
し
方　

衣
類
は
、
透
明
・
半
透
明

で
４５
リ
ッ
ト
ル
ま
で
の
容
量
の
袋（
レ

ジ
袋
可
）
に
入
れ
、口
を
し
っ
か
り
縛
っ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
収
集
場
所

本
庁
・
双
海
地
区
…
燃
え
な
い
ご
み（
資

源
ご
み
）置
場

中
山
地
区
…
粗
大
ご
み
置
場

※
収
集
日
等
、
詳
し
く
は
、
お
住
ま
い
の
地

　

域
の
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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上水道当直水道指定工事事業者
◆土・日曜日、祝日の上水道の故障など緊急業務は、

次の当直水道指定工事事業者にご相談ください。

月 日 指定工事事業者 電　　話

３

３㈯ 未来設備 尾　崎 ９８３－５２８２

４㈰ ㈱伊予設備 米　湊 ９８３－４６１３

１０㈯ 岩井水道工業所 大　平 ９８３－３０６６

１１㈰ ㈲協和設備工業 上吾川 ９８３－４１８５

１７㈯ 功栄設備 中　村 ９８２－５８８８

１８㈰ Ｋ・シマダ 下吾川 ９８３－６５５３

２１㈬ ㈲港南設備 稲　荷 ９８２－４４８７

２４㈯ 佐伯工業所 灘　町 ９８３－１２４４

２５㈰ ㈱佐々木工業所 湊　町 ９８３－０４５０

３１㈯ 武智水道工業㈱ 上三谷 ９８２－１２６８

※中山地区、双海地区の簡易水道をご利用の方は、次の指定
工事事業者にお問い合わせください。

　中山地区　㈲升田金物店　☎９６７－００６７

　　　　　　㈲田中興業　　☎９６７－１３１７

　　　　　　㈱中山建設　　☎９６７－１０３５

　　　　　　㈲栄電機設備　☎９６７－１３１８

　双海地区　藤岡工業㈱　　☎９８６－０３５０

シートベルトを正しく着用しましょう！

＝ 市内の交通事故状況 ＝

＝ 市内の街頭犯罪等発生状況 ＝
（１月末日現在）

１月 累　計 前 年 比

侵 入 盗 ９件 ９件 ＋４件

自 動 車 盗 ０件 ０件 ±０件

オートバイ盗 ０件 ０件 －１件

自 転 車 盗 ５件 ５件 ＋２件

車 上 ねらい ６件 ６件 ＋４件

安全は 一人ひとりの 意識から
安心は 人のつながり 地域から

（１月末日現在）

１月 累計 前年比

発　生 ２４件 ２４件 ＋３件

死　者 ０人 ０人 ±０人

傷　者 ３２人 ３２人 ＋３人

保
険
年
金
課
（
内
線
５
４
７
）

申
し
込
み
は
、お
早
め
に

国
民
年
金
保
険
料
を
前
納
す
る
と
お
ト
ク
で
す

■１年度分の前納による割引額　　　　　　  　　（単位：円）

金  額 割引額

通常の保険料 １６９，２００

口座振替で前納した場合 １６５，６５０ ３，５５０

現金払で前納した場合 １６６，２００ ３，０００

※口座振替での１年前納は、事前に申し込みが必要です。
※現金払の前納用納付書は、４月上旬に郵送されます。

■６か月分の前納による割引額　　　　　　  　　（単位：円）

金  額 割引額

通常の保険料 ８４，６００

口座振替で前納した場合 ８３，６４０ ９６０

現金払で前納した場合 ８３，９１０ ６９０

■１か月分の納付とその割引額　　　　　　  　　（単位：円）

金  額 割引額

通常の保険料 １４，１００

当月末に口座振替で納付した場合（早割） １４，０５０ ５０

翌月末に口座振替で納付した場合 １４，１００ ０

１
年
度
分
、６
か
月
分
の
前
納
は
、口
座

振
替
が
お
ト
ク
で
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
を
前
納
す
る
と
、

左
表
の
よ
う
な
割
引
が
あ
り
ま
す
。

　

現
金
払
い
で
の
前
納
は
、
１
年
度
分

（
１２
か
月
分
）や
６
か
月
分
だ
け
で
な
く
、

任
意
の
月
分
か
ら
年
度
末
ま
で
の
分
を

前
納
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
こ
の
場

合
、
専
用
の
納
付
書
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
で
の
前
納
の
申
し
込
み
は
、

お
早
め
に
！

　

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、預
貯
金
口

座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関（
郵
便
局
を
含

む
）の
窓
口
、又
は
、社
会
保
険
事
務
所（
郵

送
も
可
）で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

口
座
振
替
で
の
１
年
度
分
の
前
納

は
、
社
会
保
険
事
務
所
へ
の
事
前
登
録

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
３
月
２０
日

㈫
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
既
に
口
座
振
替
で
前
納

　

さ
れ
て
い
る
方
は
、
再
度

　

の
お
申
し
込
み
の
必
要

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
前
納
の
口
座
振
替
日
は
、

　

５
月
１
日
㈫
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
、又
は
、松
山

西
社
会
保
険
事
務
所（
☎

９
２
５
ー
５
１
０
５
）。
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■伊予市管内の火災と救急出場件数（１月末日現在）

種別 １月分 累計（１月から）

火 災

件 数

本庁 ３

３

本庁 ３

３中山 ０ 中山 ０

双海 ０ 双海 ０

救急出場

件 数

本庁 １１３

１４２

本庁 １１３

１４２中山 １３ 中山 １３

双海 １６ 双海 １６

☎
火災・救急　➡　１１９

火　　災
救急病院

  案内 ９８２－５９５９

皆
さ
ん
の
安
心
の
た
め
、
消
防
は
２４
時
間
活
動
し
て
い
ま
す
。

平
成
１９
年
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施
中

伊
予
消
防
署
☎
９
８
２
ー
０
６
５
７

『
新
型
の
高
規
格
救
急
車

双
海
出
張
所
に
配
置
』

３
月
１
日
㈭
～
７
日
㈬

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

『
消
さ
な
い
で 

あ
な
た
の
心
の

 

注
意
の
火
。』

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
空
気
が
乾
燥

し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　

火
災
の
予
防
運
動
期
間
中
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
や
職
場
で
消
火
・
通
報
・

避
難
訓
練
な
ど
の
行
事
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
積
極
的
に
参
加
し

て
、
火
災
予
防
、

１１９
番
通
報
の
要
領
、
消

火
器
の
取
り
扱
い
方
な
ど
、
防
火
知
識

を
習
得
し
ま
し
ょ
う
。

林
野
火
災
の
防
止

　

春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
と
と
も

に
、
屋
外
で
の
活
動
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

林
野
火
災
は
、
市
街
地
で
の
火
災
と

異
な
り
、
消
防
水
利
の
不
足
や
道
路
状

況
な
ど
か
ら
消
火
活
動
が
非
常
に
困
難

な
た
め
、
い
っ
た
ん
発
生
す
る
と
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
す
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。

　

出
火
の
原
因
と
し
て
は
、「
た
き
火
」

「
た
ば
こ
」「
火
入
れ
」
な
ど
火
気
の
取
り

扱
い
の
不
注
意
や
不
始
末
に
よ
る
も
の

が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

貴
重
な
人
命
や
財
産
を
林
野
火
災
か

ら
守
る
た
め
、
皆
さ
ん
１
人
１
人
、
火
気

の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

　

赤
色
灯
に
管
内
の
救
急
車
で
初
め
て

Ｌ
Ｅ
Ｄ（
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
）を
設
け
、
従

来
の
救
急
車
よ
り
室
内
幅
な
ど
を
少
し

広
げ
た
新
型
の
高
規
格
救
急
車
を
平
成

１８
年
１２
月
に
配
置
し
ま
し
た
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
採
用
で
、
遠
く
か
ら
の
視

認
性
が
上
が
り
搬
送
の
安
全
性
も
向
上

し
、
隊
員
の
室
内
で
の
救
急
業
務
が
行

い
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
車

体
右
側
側
面
に
レ
ス
キ
ュ
ー
ツ
ー
ル
を

搭
載
、
交
通
事
故
等
に
も
即
座
に
対
応

で
き
ま
す
。

　

昨
年
の
市
内
救
急
出
動
は
、
１
，

８
２
３
件
。
高
齢
化
な
ど
で
、
全
国
的

に
も
件
数
は
毎
年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
救
急
車
の
適
正
な
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。


